
( 1 ) （貯益金易品目）第213号 あ さ
昭和 48年 5月10日
月刊（毎月to日発行）ひ

勺J:I泌年間以降l：再来に至る問、庶民社会に多くの~1：人が接出

し、乙の！；四日IHTも、烏県下出耳る？はじめとして、凡l味、松字、

渦水、告↑i号、狐白、校図、立招、 大正時代では松田奈月などの

新感覚派の俳人など著名な多くの｛介入をLI::んでいる。

tif:米の似1：入金森立窃（りゅうき〉は、 干~· ~i削俗fL開と号I_，、Ml
q l 策iii~におりるすぐれた俳人として多くの門人を擁してこの地

方の俳諮の00慨に尽く した力は大きい。

立問l志、文｛じ4£tミ（t 807)、米沢部（山形県）上杉家のGi海

野家に生まれ、 25才で江戸の俳人谷川護物門に入り、十数年の

liJfさんを終えたあと雲水となって諸国行間lの旅に出た。

安政4年（1858）秋に越中 i8の俳人金森澗雨の家に,j:-Jを留

め、との.!tlJ方のur：：人を集めて句会などを開いたりして前任する

うち金森制雨の懇請によって同家の華子となり金森樹作と名乗

った。

ζのときからζの地万の俳諮は益々盛んになり、句会などに

は魚津、 三田市、生地などからも参加して媛大に開かれ、万延、

元治年聞に行なわれた句会の奉納額（縦たて0.7メートノレ績3.5

メートノレ〉が南保清水寺、泊松林寺に今も残されている。 （写

(2) 

真参照）

明治4年（1871) 1 1 丹、魚ti~に新JI IVr~日亡が設置されたとき、

共事として着任した松原骨｜聞が、かねてから立？，§の描名を知

り、立胞を魚津へ招致した。立協は乙こで花昭社を結成して魚俸

とP永住の地と心にUとめ、明治15年2月、75二I"で叫するまでE延々

泊へも往来・し地点のPFfiJの興！昨につくした。

立時はf／~(41の大泉守にj早く押られ越も挫てられたが、 その後

門人達によって同寺の山内に

「烏は木に；jくは低さに秋の昨」のi1Jfll肋＇~I：てられた。 乙のらJ

に因んで低水会が結成され今も続いている。

朝日町においても立問没後門人j主の手によって伯八幡宮裏に

「；おきえたり今日ζ そ花の・ivlぽらけ；の何時が主主立された。句

碑の建立年月は詳ではないが、明治の中WIではないかと忠われ

る。なお、昭和4年に横谷迎北氏ら荷香l吟ftの人々やその他有

志の協力により位田黍円の句碑も立器のわJettの近くに建立され

ている。

「情ふて自に酔へり低木皆毘j 黍月

くし寸‘れも表題写民参照）
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付

託

案

件

審

三
月
定
例
議
会
で
付
託
さ
れ
た
案
件
審

議
の
た
め
次
の
と
お
り
要
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

四
月
＋
三
日

四
月
十
六
日

四
月
二
十
日

文
教
厚
生
委
員
会

総
務
委
員
会

産
禦
建
設
委
員
会

ひ

。
文
教
厚
生
委
員
会

付
託
案
件

楕
願

・
世
川
小
学
校
児
沼
米
飯
給
食
の

実
施
に
つ
い
て

蚤
員
会
か
ら
教
育
長
に
対
し
町
教
育
委

員
会
並
び
に
県
教
育
香
川
同
会
の
万
針
を
た

だ
し
た
。

ζ

れ
に
対
し
教
育
長
は
町
教
育
委
員
会

と
し
て
は
凶
月
九
日
か
ら
一
カ
片
岡
毎
日

児
童
の
残
食
〈
パ
ン
）
調
査
を
行
な
い
、

そ
の
デ
l
H
ー
に
も
と
づ
い
て
方
針
を
決
定

し
た
い
。
ま
た
そ
の
結
果
、
町
教
委
が
た

と
え
ば
補
食
給
食
の
実
施
を
決
定
寸
れ

ば
、
県
教
携
は
ζ
れ
を
許
吋
す
る
も
の
と

思
う
が
、
ζ

の
問
題
は
笹
川
小
学
校
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
他
校
へ
の
波
及
も
あ

る
乙
と
を
十
分
配
慮
し
、
関
東
に
取
り
扱

い
た
い
と
答
え
た
。

審
議
の
結
果
と
の
請
願
に
つ
い
て
は
、

な
お
多
く
の
研
究
内
岱
が
あ
る
と
し
、
継

続
し
て
富
一
合
す
る
と
と
に
決
し
た
。

そ
の
他
の
協
議
事
項
と
し
て
、
学
校
無

人
化
に
つ
い
て
教
門
委
員
会
の
方
針
を
た

だ
し
た
の
に
対
し
、
教
宮
町
長
は
、
校
下
民

の
学
校
施
設
利
用
状
況
調
査
の
結
果
、
昭

和
四
十
八
年
度
に
お
い
て
無
人
化
施
設

さあ

議

三
件
継
続
審
査

各

常

任

委

員

A
A
R
 

設
備
を
完
備
し
、

七
月
を
目
途
に
泊
中
学

校
、
太
家
庄
小
学
肢
の
二
校
を
安
施
し
、

山
崎
、
南
保
小
学
校
及
び
蛭
谷
分
杭
伎
を
年

皮
肉
に
実
施
し
た
い
む
ね
答
え
た
。

。
総
務
委
員
会

付
託
架
件

荷
願

・
教
職
員
の
出
日
臨
廃
止
に
つ
い

て

総
務
番
目
会
は
町
有
財
泥
沼
山
の
立
掛

か
ら
、

mm目
白
虎
止
後
に
お
け
る
学
附
伎
の

抑
制
盟
、
保
安
の
対
演
と
貨
任
体
制
に
つ
い

て
た
だ
し
た
。

こ
れ
に
刻
し
教
市
長
は
盗
雄
、
防
火
対

策
と
し
て
十
分
施
設
設
備
を
完
備
し
、
管

理
規
則
を
改
正
す
る
等
、
官
民
体
制
に
万

全
を
期
し
当
面
五
校
を
無
人
化
に
し
た
い

旨
を
答
え
、
ま
た
学
校
財
産
の
万

一
を
考

慮
し
‘
建
物
保
険
合
噌
額
の
要
望
に
つ
い

て
は
す
み
や
か
に
検
討
す
る
ζ
と
を
約
し

た。
部
慌
の
都
巣
、
管
理
保
安
体
制
に
つ
い

て
は
教
育
蚕
員
会
で
、
検
討
中
で
あ
り
、
な

お
代
行
員
制
度
に
も
川
題
が
あ
る
と
し
、

継
続
し
て
都
世
代
す
る
乙
と
に
決
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会

付
託
案
件

開
願

・
泊
路
新
ぷ
制
作
怖
と
排
氷
路
の
棋

備
に
つ
い
て

産
業
建
設
婆
員
会
で
は
肖
同
に
対
し
て

と
の
請
願
に
か
か
わ
る
新
設
泊
路
の
用
地

状
況
並
び
に
、

道
路
の
規
絡
が
町
泊
の
条

。

件
公
そ
な
え
て
い
る
か
後
た
だ
し
、州問
水

路
の
射
状
に
つ
い
て
説
川
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
引
い
M
か
ら
、
泊
路
附
出
中

－

m米
解
伏
の
も
の
が
あ
り
、
既
設
泊
路

は
現
状
の
ま
ま
で
は
州
泊
の
胤
絡
を
尚
た

し
て
お
ら
ず
、
こ
の
組
の
泊
路
の
他
と
の

関
連
も
あ
り
、
ま
た
法
令
上
の
間
閥
点
も

十
分
研
究
し
慎
重
に
取
り
扱
い
た
い
旨
を

の
べ
、
ま
た
釧
水
路
の
般
的
に
つ
い
て
は

原
因
者
は
町
に
あ
る
の
で
乙
れ
を
県
備
し

た
い
と
符
え
た
。

栴
議
の
結
同
州
、
本
件
に
つ
い
て
は
な
お

検
討
す
べ
き
点
が
多
い
と
し
、
継
続
し
て

・
混
食
す
る
と
と
に
山
伏
し
た
。

。

。

わ

び

ぉ。
凶
月
号
議
会
だ
よ
り
の
－
M
山
市
小
、
活

路
新
設
と
排
水
路
の
撚
仰
に
つ
い
て
の

－

前
崎
が
採
択
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
が
、

継
続
審
査
の
誤
り
で
し
た
の
で
、
お
わ

一

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

家高

者

家

族

畜

経

営

者

必』
τコ

開

願

に

は
I~ 精
し 、フ「

か際議
7こ情 邑
に の ~~

' -, J .i. 

心｜必
て｜ 婆

請
刷
、
陳
情
は
だ
れ
に
で
も
で
き
ま
す

が
、
択
の
と
と
を
知
っ

て
お
か
れ
る
と
佼

利
で
す
。

請
願
時
に
は
必
ず
紹
介
議
員
の
密
約
掠

印
が
必
裂
で
す
。

－
原
則
と
し
て
定
例
会
会
↑丹
、
六
月
、

(X)()に関する8i'i嗣江｝

紹介議員

山 川 ｛j 9)@  

/fij野木氏11@

主主

紙

朗

J液

｜
｜

希

望

者

は

農

協

へ

ど

う

ぞ

｜

｜

設
業
制
度
資
金
に
新
し
く
二
つ
の
資

金
が
増
え
ま
し
た
。

＠
農
村
楠
祉
整
備
資
金

政
村
の
附
令
者
の
た
め
の
居
置
や
便

所
、
浴
室
の
増
改
開
問
、
定
た
は
政
沼
に

必
裂
な
資
金
を
貸
し
付
げ
る
も
の
で
、

対
象
者
は
満
六
十
才
以
よ
の
位
決
を
営

む
高
令
者
、
ま
た
は
商
令
者
と
同
居
す

る
農
業
宇
佐
包
む
者
で
、
刷
版
協
の
正
組
合

必
ま
た
は
、
そ
の
組
合
凶
と
開
閉
す
る

者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

貸
付
命
額
百
万
円
以
内

貸
付
利
率

μ分
以
内

償
還
刷
限
五
作
以
内

〈内
出
凶

－

年）

融

資

本

市

栄

町

の

八

OJW以
内

＠
飼
料
対
策
特
別
資
金

肱
近
の
飼
料
価
絡
の
高
鵬
が
、山間
嵯
物

の
生
産
政
ひ
消
費
に
大
き
な
影
慨
を
及

ぼ
し
て
い
ゐ
乙
と
か
ら
、
川
以
が
緊
急
の

九
月
、
十
一
．
M
）
で
・
漏
出
制
さ
れ
ま
ず
か

ら
刷
会

一
週
間
前
ま
で
に
議
長
に
船
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
内
申
け
は
で
き
る
だ
け
附

m問
機
に
し
て

く
だ
さ
い
。

－
泊
断
、

水
防
な
ど
の
助
合
は
略
図
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

－
わ
か
ら
な
い
と
と
は
波
風
な
く
議
会
事

務
局
（
也
話
①

1
1
0
0
内
縦
訓
〉

へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
隙
式
は
次
の
と
お
り
で
す

(II:名 00<コOについて

朋山
(1民問） …

llB:f;ll 年凡日

仰！日町議会z議長

00  0般

住所

氏名 ⑪ 

（法人の場合は代泌す1・?:1を）

I＇~ 

容

飼
料
対
策
処
闘
と
し
て
、
問
和
柑
年
3

月
I
8
月
の
飼
料
購
入
賞
の

一
部
に
相

当
す
る
資
金
を
貸
し
付
け
る
も
の
で
す

貸
付
金
額
－
二
万
円
か
ら
6
．
白
万
円

以
内

問
付
利
来
年
五
分

的
組
問
限

一
，
年
以
内

〈
内
出
国
半

年）

そ
の
外
、
近
代
化
民
合
唱
に
お
い
て

も
貸
付
利
ネ
の
引
き
下
げ
、
ぼ
付
加
の

肱
山
人
改
自
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
ず
か
ら

ど
う
ぞ
と
利
川
く
ど
さ
い
。

な
お
詳
し
い
乙
と
は
、

農
協
ま
た
は

役
場
産
業
銀
分
室

お
む
活
①
！
人
U
託
二

九
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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太

政

で

や

踊

り

盛
J二翌二F

雪フじ大

5工に

ーを

国
鉄
泊
駅
の
新
駅
舎
が
完
成
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
本
紙
内
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、

ζ

れ
に
あ
わ
せ
て
従
来
の
約

九
：・

0
．
半
万
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た

駅
前
払
場
を
、
一
、
一
九

O
平
万

く

…

メ
！

？
ル
に
拡
砿
し
、
誌

や

／
＼
川
照
刷
設
的
な
ど
を
抑
制
す
る
工

／
＼
川
事
が
す
す
め
ち
れ
て
い
た
と
こ

「
』

川

ろ
、
乙
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

日

川

そ
れ
に
と
も
な
い
、
泊
駅
改

日

川

護

工
式
は
去
る
凶
月
二
十
一

日
午
後
一
時
か
ら
新
装
な
っ
た

朝

一
駅
前
広
場
で
、
金
沢
鉄
道
管
理

川

局
長
を
は
じ
め
国
鉄
関
係
者
、

る

川
豊
中
川
町
長
、
酒
井
町
議
会

．

川
議
長
、
関
係
諸
団
体
代
表
者
多

－c，
川

数
の
出
席
で
盛
大
に
行
な
わ
れ

レ・’

川

・ま
し
た。

i

l
 

l
，
川

そ
の
あ
と
、
勤
労
青
少
年
体

、
乙

川
育
セ
ン
タ
ー
で
竣
工
記
念
祝
賀

；
J

川

会
に
あ
わ
せ
、
記
念
行
事
と
し

＼
／

川

て、

的
小
学
校
生
徒
の
鼓
笛
隊

＼
／
川
に
よ
る
祝
賀
パ
レ
ー
ド
が
行
な

＼
／

川

わ
れ
、
駅
前
か
ら
都
市
計
画
泊

路
ー
荒
川
通
り
｜
福
祉
セ
シ
ク

1
前
通
り
コ

ー
ス
の
沿
道
に
あ

ふ
れ
た
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
さ
か
ん
な

の

一
拍
手
を
う
け
ま
し
た
。

（

今
後
、
町
の
表
玄
関
と
し
て
親
し
ま
れ

祝

う

駅

前

広

場

ハ
写
真
右
は
新
装
な
っ
た
泊
駅
舎
と
駅

前
広
場

・
下
は
そ
の
祝
賀
パ
レ
ー
ド

V

利
用
さ
れ
る
泊
駅
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
荒
川
商
盛
会
で
は
制
m
M
－
一
念
と

し
て
、
本
刷
物
の

「
砺
波
太
鼓
」
と
「
越
中

八
尾
お
わ
ら
節
」
を
招
い
て
、
各
所
で
そ

の
熱
演
を
岐
露
し
、
竣
工
記
念
と
都
市
計

画
道
路
開
通
記
念
に
盆
踊
り
や
く
じ
引
き

を
行
な
い
、
祝
賀
行
事
に
ふ
さ
わ
し
い
ふ

ん
い
き
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

む § む色も も

千支

都
市
計
岡
山
時
川
蹴
状
線
は

草
野
大
家
正
触
を
起
点
と
し
て

昭
如
問
卜・

一年
広
よ
り
前
工
、

町
、増
山
中
の
川
川
町
ま
で
の
延
．
長
八

μ
．
・
九
米
、

巾

成

・
口
十
．
米
、
総
事

由冗
・
来
的

一
凶
ご一
千
四

線

・

百
七
寸
万
円
で
六

，
「
羽
・

力
年
の
年
同
を
か

神
田
思
泉
・

J

河

行

け
、
四
十
七
年
度

重
？
？
生

』
巴
「
』
F

・

町
J

J

ぷ
に
均
成
を
見
ま

卜

r
l

J
』

』

。

二一員

1
1

・
市

こ
の
泊
以
状
娘

。
都

の
先
凶
に
よ
り
、

伯
市
街
部
に
お
け

る
交
通
の
混
雑
と
出
削
の
解
消

の
た
め
機
能
を
発
川
し
、

ま
た

将
来
、
削
桜
町
制
号
制
ぴ
、

主

要
地
方
泊
朝
日
中
奈
月
似
の
交

通
緩
和
を
は
か
り
、
廿
掛
幹
道
路

と
し
て
、
十
分
に
そ
の
役
割
を

は
た
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

交 通緩和に

八
山
ハ
マ
真
は
完
成
し
た
郎
社
街
断
泊
邸
状
似
〉

‘ ． 
ユ
＝ ？ ． 
． 
＝ 
: 
己． ． ． ． ' 

－ 

． 
' ． 
司． 
~ ． 

－ 

' ． 
＝ 

－ 

． 
’ ． ． ． ． 
' ． 
' 
' 

’－ 

' ． 
-．町． 

－ 

'-,. ． 

－ 

': ． 

－ 

: ． ． 
． 

－ 
' . 
－ 

． 
＝ 

－ 

' 
－ ． ． ． ． 
" ．， 
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' ． 
ー

－ 

. 
= 

－ 

． ． ． 
． 
． ． ． 

昭
和
五
十
一

富山一朝日間路線決定

日
本
、
治
路
公
聞
は
去
る
三

月
二
十
七
日
、
北
陸
自
動
車

道
の
第
五
次
建
設
区
間
で
あ

る
、
富
山
1
朝
日
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
間
約
五
十
キ
ロ
の

路
線
を
、
正
式
に
持
表
し
ま

し
た
。公

団
で
は
、
今
後
関
係
者

と
の
話
し
合
い
を
進
め
、
現

地
立
入
り
測
量
を
行
な
っ
て
、
四
十
九
年

度
末
ま
で
用
地
を
全
面
買
収
し
、
五
十
二

年
度
中
に
は
開
通
さ
せ
る
計
画
で
す
。

。
路
線
の
概
要

一
、
路

線

名

高
速
自
動
車
国
道

北
陸
自
動
車
道

一年度に開通
北陸自動車道

二、発表区間

朝日町摘尾から富山市黒崎ま

での約五0キロ
三、通過市町

市町名 <km) 

朝日II汀約5.0

入苦IHf 申 5.7

黒部市 。6.5

魚津市 。8.7

1骨川市 。6.4

上市町 。4.ι

)[LJJ町 。5.fi

富山市 。7.5

計－ 庁 50.0

四
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
連
絡
位
置

お
よ
び
連
絡
予
定
施
設

迎
紡
位
置

叩
白
川

県
部
市

品
川
津
市

滑
川
市

立
山
町

連
結
予
定
施
設

一
般
国
道
八
号
・制

県
道
黒
部
宇
奈
月
線

。
島
尻
金
尾
線

。

虎

谷
滑
川
線

。
魚
樟
立
山
線

ρ
0
7
0
1
，
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選
青
だ
よ
り

明
る
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
グ

｜
｜
本
年
度
事
業
計
画
決
ま
る
｜
｜

(4) ひさあ

・
事
務
局
長

折
谷
時
夫
（
笹
）

竹
内
俊
宏
（
征
）

畑
良
造
（
れ
）

間
部
和
美
（
泊
）

沢
田
雅
文
（
五）

－
常
任
理
事

松
倉
秀
雄
（
泊
）

佐
藤
実
（
山
）

長
井
栄
（
仮
）

佐
渡
栄
子
（
五
）

松
下
孝
雄
（
南
）

取
引
京
二
（
南
）

大
菅
定
吉
（
大
）

広
川
順
子
（
境
）

ス
ポ
ー
ツ
で

体
力
”つく
り
を

ー
四
十
八
年
度

一

－

事
業
計
画
決
定

L

こ
の
ほ
ど
、
朝
日
町
保
育
協
会
の
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
、
四
十
八
年
度
事
業
計

画
を
つ
ぎ
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

6
・
3

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
’
大
会

6
・
引
け
都
民
体
育
大
会

6
・
羽
二
市
一
郡
中
学
駅
伝
競
走

7
・
8

婦
人
球
技
大
会

7
・
m
l
n
朝
日
岳
登
山

8
・
5

町
民
水
泳
大
会

8
・
ほ
町
民
野
一
一
部
大
会

8
・
お
少
年
野
球
大
会

山

・
7

・
万
リ
エ
ン
テ
i
リ
ン
グ
大
会

日

・
日
町
民
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会

。
町
民
バ
ス
ケ
ァ
ト
ポ
1

W
大
会

l
・
日
町
民
柔
道
大
会

2
－

m
町
民
ス
キ
！
ズ
会

（雨
天
の
場
合
2
・
日
）

3
・
3

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

。
一
町
民
卓
球
大
会

5
1
9月

朝
間
野
球
大
会

・
監

事

難
波
興
書
（
大
）

A
M

’
・党

A
M

評

議

員

・
印
は
校
下
問
長

（境）

・
海
老
真
二

水
島
教
人

〈
笹
川
）

・
竹
内
秀
樹
傑
松
政
一

（泊）

・
西
岡
良
則
魚
津
信
明

（五
筒
庇
）

・
南

茂

猛

南

戊

恵

医

（
南
保
）

・
米
庄
三
明
越
間
利
志
雄

（山
崎
）

・
大

井

搬

二

草

原

庄

一

（
大
家
正
）

・
大
久
保
先
政

吉
凶
儒
明

永
井
嘉
隆
（
五
）

み

第
三
日
曜
日
は

家
庭
の
日

…

る

家
族
み
ん
な
で
話
し
あ
い

ぐ

力

を

出

し

あ

い

一
に

町

楽
し
み
あ
い
ま
し
ょ
う

一
る

み

a転
車
の
ニ
人
乗
り

…
a
J
I叫
無
灯
火
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

…

企
品
G

J
t

、

一
年

家

お
と
れ
也
も
こ
ど
も
も

－

b

交
通
し
げ
l

N
を
守
り

F
h

み
ん
な
で
注
意
し
あ
い

2

ま
し
ょ
う

節
二
回
町
民
引
間
野
球
大
会
を
、
き

マ

申

込

場

所

山
た
る
六
月
三
日

（

日

）

か

ら

各

日

隅

日

大

和

運

動

具

店
（
本
町）

…
ご
と
に
、
小
丸
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
な
土
肥
迎
動
艮
店

（道
一卜）

わ
れ
ま
す
。
参
加
希
盤
チ
l
ム
は
迎
④
抽
選
及
び
開
会
式

日
胤
せ
ず
ど
し

a

i

A

マ
日
間

五
月
二
十

…

…
ど
し
巾
し
込

六

月

三

日

プ

レ

ー

ボ

ー

ル

六

日

午

後

…

…
市
吋
く
だ
さ

第

二

回

町

民

朝

間

野

球

大

会

一

同
時
三
十

…

・今
λ

州
、込

m紙
は
山
・
込
場
所
に
耐
え
て
あ

マ
場
所
出
小
学
校
講
蛍

…
り

ま

す

。

⑨

主

保

則

μ町
体
育
協
会

…
市川
中

込

必

項

削

日

町

野

球

連

淵

マ
山

叩

込

締

切

五

周

二

ト

祝

日

朝

日

町

一

舟

判

協

会

朝

日

町

を

愛
す

る

集

い

ふ
る
さ
と

の
北
日
を
し
の
ぶ

ー
郷
土
の
遺
跡
を
語
る
会
1

昭
和
四
十
一一
年
の
駄
、
常
崎

の
浜
山
玉
造
り
遺
跡
の
発
射
調

査
を
き
っ
か
け
に
、
遺
跡
に
チ

ョ
ッ
ピ
リ
関
心
を
寄
せ
文
也
財

を
大
切
に
す
る
と
と
を
通
じ
て

郷
土
愛
に
め
ざ
め
る
運
動
に
し

た
い
と
い
う
．
闘
い
か
ら
、
川
よ

嘉

一
氏
外
有
志
数
人
が
巾
心
に

f

な
っ
て
発
足
し
た
も
の
で
現
在

会
員
数
は
二
十
五
名
で
あ
る
。

年
間
約
三
回
の
例
会
で
遺
跡
を
訪
ね
て

語
り
合
う
の
が
楽
し
み
で
、
今
ま
で
に
宮

崎
の
浜
山
遺
跡
を
始
め
柳
田
、
棚
山
、
下

山
新
、
入
醤
町
田
中
の
じ
よ
う
べ
の
ま
、

宇
奈
月
町
の
愛
本
新
遺
跡
を
廻
り
、
ま
た

昨
年
十

一
月
朝
日
町
教
育
委
員
会
が
主
催

す
る
朝
日
町
史
跡
め
ぐ
り
に
も
参
加
し
て

園
、
県
、
町
指
定
の
文
佑
財
を
見
学
し
見

聞
を
広
め
て
い
る
。

四
十
六
年
六
月
の
例
会
で
浜
山
玉
造
り

工
房
跡
が
県
立
公
園
に
含
ま
れ
る
こ
と
を

予
越
し
、
同
遺
跡
の
保
存
と
そ
れ
を
中
心

に
郷
土
博
物
躍
を
設
け
る
構
想
を
ま
と
め

（
事
業
総
額
一
億
五
千
万
円
）
県
お
よ
び

円
h
u

’a
nJι

役

員

改

選

連

合

婦

人

会

朝
日
町
連
合
婦
人
会
で
は
各

校
下
曇
長
の
大
巾
な
改
選
に
よ

り
遅
れ
て
い
た
会
長
会
議
を
、

四
月
四
日
行
な
い
昭
和
四
十
八

年
度
新
役
員
会
つ
ぎ
の
と
お
り

選
出
し
ま
し
た
。

会

長

水

島

文

子

（泊）

別
会
長

酒
井
三
枝
子

（山）

宇

野
田

い
の

（宮）

会

松

原

す

み

（雨）

訟

藤

田

花

子

（大）

盟

会
弁
き
く
え

（五）

hv

水
島
と
め
子

（境）

b
q

折

谷

政

子

（征）

朝
日
町
連
合
青
年
間
で
は
三
月
十
三
日

定
期
大
会
を
開
き
、
四
十
八
年
度
活
動
方

針
、
事
業
計
図
及
び
役
員
を
選
出
し
た
。

〈
活
動
方
針
V

青
年
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
な
か

で
、
長
期
宵
年
団
停
滞
ム
ー
ド
を
一
掃
し
「

背
年
の
生
活
と
権
利
を
高
め
明
る
い
地
域

を
鎚
く
」
と
い
う
青
年
団
の
目

。

一
的
に
向
か
い
活
動
を
以
附
す
る

O
｛

H
ス
ロ
ー
ガ
ン
H

、
ノ

川

一
、
仲
間
の
輸
を
ひ
ろ
げ
よ
り

f
‘、宇

よ
き
背
寄
附
代
を
築
こ
う
o

－M

二
、
将
米
を
見
通
し
た
よ
り
よ

～

引

き
地
域
を
築
く
活
動
を
問
問
問

4
J
『

し
よ
う
。

－

山

三
、
情
報
宣
伝
活
動
を
強
化
さ

・

」

せ

よ

う。

コ

一
問
、
女
子
活
動
家
を
肖
て
よ
う
。

事
同

」

八
事

業

V

C
弔

問

同

海

洋
病
問
活
動

事
奈

川

五
月
ボ
ー
リ
ン
グ
木
会

h
E
〕

六

月

青

年

体

育

会

〕．一「

七
月
女
子
研
究
集
会

・品目止

八
月
町
長
と
の
対
話
集
会

、ノι

十
月
青
年
議
会
組
滋
議
会

〈
h

チ
ャ
リ
テ
ィ
1
シ
コ
一

O
山

1、

女
子
研
究
集
会

0

『

十
一
月
青
年
問
題
研
究
集
会

十
二
月

青
年
議
会
本
会
議

一
月
新
春
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

二
月
定
期
大
会

※
「
青
年
朝
日
」
年
十
二
回
発
行

八
役

員

V

・
団

長

・
副

団

長

事記言1・

町
に
提
案
し
た
。

会
の
主
旨
に
賛
同
す
る
者
は
だ
れ
で
も

入
会
す
る
ζ

と
が
で
き
、
希
望
者
は
会
員

に
申
し
込
め
ば
よ
い
。

会

費

年

間

二

、

0
0
0円

会

長

川

上

嘉

一

副

会

長

沢

田

義

一

書

記

寺

田

忠

次

会

計

加

蝉

罫

一一治



宮

崎

l.U..太

二郎
耳長

塔康

で公

きの
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去
る
四
月
二
十
凶
日
、
城
山
一二
の
丸
、

北
陸
の
宮
凶
誌
に
並
ん
で
、

日
附
太
郎
長

康
公
の
供
養
地
焼
工
除
日
誌
が
行
な
わ
れ

た。
町
で
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
北
陸
の
宮

と
宮
崎
氏
に
つ
い
て
の
調
査
を
ま
と
め
た

史
料
を
刊
行
し
、

ζ

れ
に
詳
し
い
史
実
が

記
賊
さ
れ
て
い
る
が
、

宮
崎
氏
は
木
曽
義
仰
に
仕
え
、
共
に
北

陸
宮
を
天
皇
に
立
て
よ
う
と
し
て
城
山
に

館
を
築
い
た
が
、
利
あ
ら
ず
し
て
北
陸
宮

は
皇
位
継
承
の
戦
に
敗
れ
、
後
白
河
法
自
主

の
招
き
に
よ
り
、
入
格
後
嵯
峨
野
に
お
い

て
葬
む
ら
れ
て
い
る。

一
方
宮
崎
氏
は
、
平
家
出
一討
の
命
を
受

け
た
木
曽
義
仲
に
従
っ
て
保
利
加
経
の
戦

な
ど
に
武
勲
を
立
て
た
が
、
義
仰
が
粟
澄

で
戦
死
す
る
と
拭
に
’
も
と
義
仲
の
勢
力
聞

で
あ
っ
た
信
州
伊
那
に
逃
れ
、
庫
光
寺
原

に
居
館
を
構
え
て
地
字
を
宮
崎
と
名
づ
け

幾
変
遷
を
は
枇
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

ひさあ（野話会易会見）第213号

8「体と精神の健康を ｜ 

m ' 表 徴する一_ _ J

2ブロ ン ズ像 建立

議岡田さん（大家庄）より寄ff~
第 し 」 プ 回町七松会川
四像たをロ中に日氏主i：建と
回 は 。寄ン三 、逝 （ 社設 の
日高 間ズ太白去去長 工 ほ
i長さ さ録郎展）る同業ど
入一 れ 「 氏作か二包株
選 、 ま泉作家ら月田式小

(5) 

る

城

山

の

丸

町
で
は
か
ね
て
か
ら
ー川
崎
太
郎
ゆ
か
り

の
滅
山
に
そ
の
供
弦
培
建
設
を
進
め
て
い

た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
の
で
、
常
附

家
三
十

一
代
未
両
市
千
玉
川
附
節
生
氏
（
東

京
在
住
、
病
院
長
）
及
び
U
A
B
愛
子
さ
ん

そ
れ
に
在
家
の
村
長
さ
ん
な
ど
を
招
へ
い

し
、
町
か
ら
町
長
、
議
長
、
文
惇
安
国
、

文
佑
財
調
査
萎
島
そ
の
他
関
係
者
多
数
参

列
し
、
信
州
伊
那
阿
智
村
の
ゆ
か
り
の
港

地
か
ら
持
参
さ
れ
た
土
を
供
養
塔
内
に
収

納
し
、
竣
工
式
ぞ
か
ね
て
仏
式
に
よ
り
丁

寧
な
供
受
回
向
を
行
な
っ
た
の

．
 

c
iゃ
れ
い
t↑
千
a
g
a－き

d
r
 

d
 

’
 

作
品
）
で
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
広
場
の

一
角

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
除
幕
式
は

去
る
四
月
二
十
一
日
十
二
時
三
十
分
、
現

地
に
お
い
て
中
川
町
長
、
酒
井
町
議
会
議

長
、
山
岡
総
務
、
美
佐
文
教
厚
生
、
狩
谷

産
業
建
設
各
常
任
委
員
長
ほ
か
関
係
者
の

出
席
で
行
な
わ
れ
、

岡
田
由
松
氏
令
孫
自

一
面
理
さ
ん
（
現
社
長
岡
田
一二
郎
氏
長
女
）

が
除
幕
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
除
幕
の
あ

と
中
川
町
長
か
ら
謝
辞
が
あ
り
、
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

〔
写
奥
は
供
養
犠
域
工
除
制
式
〕

行

楽

期

の

交
通
事
故
防
止
を
け

い
よ
い
よ
本
格
的
な
行
業
シ
ー
ズ
ン
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
れ
て
ド
ラ
イ

ブ
を
楽
し
む
人
も
急
に
ふ
え
、
交
通
事
政

の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
運
転
さ
れ
る

方
は
、
次
の
と
と
を
ぜ
ひ
守
・
っ
て
悲
惨
な

交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

・
白
分
の
ぺ
l
ス
を
守
る

最
近
運
転
中
い
や
が
ら
せ
を
し
た
り

無
理
な
追
越
し
を
す
る
人
が
増
え
て
お

り
ま
す
。
い
か
な
る
と
き
も
自
分
の
ぺ

l

ス
を
守
り
、
車
の
流
れ
に
し
た
が
っ

て
、
冷
静
な
気
持
ち
で
ユ
卜
り
の
あ
る

運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

－
倒
れ
広
い
車
の
運
転

他
人
の
車
や
新
し
い
車
に
乗
る
時
は

慎
重
に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

－
M
M
的
地
の
地
即
を
よ
く
知
っ
て
お
く

目
的
地
の
川
町
引
は
、
計
阿
を
た
て
る

と
き
に
よ
く
淵
べ
て
お
く
ぷ
う
に
し
ま

『レ
ょ
内

d

。

・
凶
聞
の
走

っ
て
い
る
中
に
討
を
く
ば
る

知
ら
な
い
道
路
巻
定
る
と
き
は
、
ま

わ
り
の
市
に
庄
内
M
し
ま
し
ょ
う
。

uM万

だ
け
で
な
く
、
ん

ム

・
ミ
ゾ

や
、

リ
イ
1
・
ミ
ソ
l

で
吋
凶
引
取
の
－蜘
ぢ

に
も
佐
越
し
ま
し
ょ
う
。

・
「
急
が
ば
ま
わ
れ
」
の
保
則

や
た
ら
に
迫
位
し
を
か
け
る
の
は
や

め
よ
う
。
ど
ん
な
に
急
い
で
も
日
的
地

ま
で
の
時
間
は
そ
れ
ほ
ど
選
わ
な
い
ば

か
り
か
、
卵
期
な
運
転
を
す
る
と
、
思

い
の
ほ
か
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
疲

れ
ま
す
。

子どもを水の事故から守ろう

農

繁

期水
死
事
故
防
止

の

い
よ
い
よ
農
繁
期
が
や
っ
て
き

ま
し
た
毎
年
こ
の
時
期
に
γ
ア
ど
も

の
水
に
よ
る
事
故
が
多
売
し
、
多

く
の
犠
性
老
子
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
の
大
半
は
、
保

護
者
が
油
断
し
た
す
き
に
起
き
て

い
ま
す
。
か
わ
い
い
子
ど
も
を
水

か
ら
守
り
、
水
死
事
故
を
な
く
す
る
た
め

に
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
に
在
意
し
ま
し
ょ

円
J
C

－
幼
児
は
仕
事
中
で
も
身
F
円
か
に
お
き
、

ひ
と
り
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

・
川
ぶ
ち
ゃ
池
な
ど
危
険
な
場
所
で
遊
ん

で
い
る
子
ど
も
宇
佐
見
つ
け
た
ら
、

事
故

が
起
き
る
削
に
、
み
ん
な
で
注
窓
し
ま

luょ
う。

・
幼
児
の
お
も
り
は
、
年
よ
り
や
年
少
者

に
ま
か
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

－
子
ど
も
の
通
学
道
路
は
、
用
水
や
池
な

な
ど
の
以
ち
や
す
い
と
と
う
や
、
水
遊

び
を
し
た
く
な
る
よ
う
な
場
所
を
避
け

て
指
定
し
ま
し
ょ
う
。

富山湾をねらつぐいます

ー一一 密航シーズン到来 一一

日
本
出
も
桜
静
か
に
な
り

「
・
賠
航
シ
ー
ズ
ン」

が
訪
れ

て
き
ま
し
た。

ζ

れ
は
防
疫

の
而
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
溺
安

的
に
も
大
き
な
問
題
で
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
次
の
点

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

i

街
航
の
曜
日
に
つ
い
て

は
、
脱
出
は
土
、目
、
祭
臼
、

上
陸
は
平
日
と
い
う
の
が

過
去
の
事
例
で
は
多
い
よ
う
で
す
。

2

密
航
に
は
、
伝
馬
船
、
ゴ
ムソホ
1
ト

等
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

3

上
陸
の
時
間
も
、
午
前
九
時
か
ら
午

前
三
時
と
幅
が
広
く
な
っ
て
い
ま
す

0

4

上
陸
場
所
と
し
て
は
、
付
近
の
海
岸

一
帯
が
、
松
綿
、
岩
礁
な
ど
で

一
時
盛

を
隠
し
や
す
い
よ
う
な
地
形
を
利
用
し

ま
す
。

5

上
陸
し
た
現
場
か
ら
、
早
く
離
れ
る

た
め
、
鉄
道
、
パ
ス
等
の
交
通
の
便
が

よ
い
場
所
を
選
ぶ
。

6

付
近
に
温
泉
等
、
行
楽
地
が
あ
る
と

こ
ろ
。

7

船
籍
記
号
表
を
と
り
は
ず
し
た
り
、

と
き
に
は
日
本
名
の
架
空
の
記
号
を
つ

け
た
飴
を
利
用
す
る
。

8

押
合
い
で
地
元
漁
船
を
さ
け
よ
う
と

転
回
す
る
船
。

9

仰
合
い
で
停
止
し
て
、
時
間
待
ち
し

て
い
る
船
、
夜
間
様
識
灯
を
泊
し
て
航

行
し
た
り
、
灯
火
の
点
滅
を
し
て
い
る

船。

ん
ゲ
あ
や
し
い
飴
を
み
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
笹

察
へ
知
ら
せ
よ
う。

ん川・
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後
片
付
を
き
ち
ん
と

〉
山
火
事
に
注
意
八

ハ
イ
キ
ン
グ
や
、
山
梨
を
取
り
に
山
へ

行
っ
た
と
き
に
、

「
た
ば
ζ
火
」
や
火
を

使

っ
た
ら
後
片
付
け
を
き
ち
ん
と
し
ま
し

ょ
う
。
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
不
注
意
か

ら
山
火
事
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

山
林
に
火
入
れ
を
さ
れ
る
時
に
は
、
付

近
の
山
林
に
燃
え
う
つ
ら
な
い
よ
う
に
、

前
も
っ

て
防
止
惜
の
処
置
を
し
て
か
ら
に

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
野
火
を
さ
れ
る
と

き
は
必
ず
消
防
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

、、ハ》’
u
w
 

警
報
ブ
ザ
l
配
置

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
家
庭
に

段
近
全
倒
的
に
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
の

火
災
に
よ
る
死
亡
が
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
に

伝
え
ら
れ
て
居
り
ま
す
。

制
日
町
に
は
約
百
人
の
ひ
と
り
碍
ら
し

の
老
人
が
居
ら
れ
ま
す
。

消
防
署
で
は
今
度
松
下
電
気
の
御
好
意

に
よ
り
、
簡
易
答
報
プ
ザ
ー
を
ひ
と
り
暮

ら
し
老
人
の
家
庭
に
配
置
い
た
し
ま
し
た

瞥
靴
音
は

「
ピ
1
」
と
い
う
か
ん
高
い

音
を
川
し
ま
す
。
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
が

災
笹
や
病
気
に
な
っ
た
場
合
に・附
ら
す
事

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
プ
．サ
ー
が
陥
っ

た
ら
付
近
に
住
ん
で
尉
ら
れ
る
刀
は
、
老

人
家
庇
へ
行
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
碑
ら
し
の
老
人
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ど
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
度
第

一
次
自
衛
官
を
次

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

①
採
用
人
員

二
等
陸
土

二
等
海
士

ご
等
空
土

四
十
三
名

九
名

十

一
名

①
募
集
期
間

昭
和
四
十
八
年
四
月

一
日
か
ら
、
六
月

三
十
日
ま
で

• 
①
応
募
資
格

採
用
予
定
月
の

一
日
現
在
で

十
八
才
以
上
、
二
十
五
才
未

満
の
日
本
国
籍
廷
有
す
る
者

で
、
学
校
教
育
法
に
定
め
る

中
学
経
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
者
。

自衛官募集

＠
試
験
期
日

昭
和
四
十
八
年
四
月

一
日
か

ら
六
月
一二
十
日
ま
で
の
う
ち

試
験
日
と
定
め
る
日

4惨
①
拭
験
科
目

国
語
（
作
文
を
含
む
）
、
数
学
、
社
会

身
佑
検
夜
、
適
正
検
蒼
及
び
口
述
試
験

①
受
付
場
所

富
山
市
牛
島
新
町
六
番
二
十
四
号

自
衛
昧
富
山
地
方
連
絡
部

魚
津
市
大
町
五
十
五
番
地

自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部
魚
津
分

駐
所

線機

ご
芳
士
山
に
感
謝

級協

窪
田
吉
岡
山
武
雄
か
ら
役
場
へ
、
職
場
関

境
美
他
の

一
助
に
と
、
ミ
ニ
手
ュ
ア
の
花

か
ご
を
二
十
数
点
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
と
に
紙
上
を
お
借
り
し
て
伊
く
お
仙

を
申
し
あ
げ
ま
す
。

。
生
ま
れ
た
人

A
V
結
ぼ
れ
た
人

＠
な
く
な
ら
れ
た
人

（胞
和
四
十
八
年
四
月
十
五
日
現
在
）

。
出

（お
す
こ
や
か
に
〉

とと

債
尾

ん
J
J

骨日…附
保

w
f
例

道
下

一来
栄
野

草
野

立
町

赤
川

南
保

長 ：－.二 長 長 長 ご 長 長長
女 91女女 男回 女女房男

l坊秀康 ffit克武 if,;(

松

井

達

雄

小

松

男

長

井

宏

之

斉

雌

一
右

柳

下

則

縦

米

間

勝

吉

江

守

照

古

江
川
寸
附

佐

政

行

宏

泊

川

孝

志

茜 直

南
保

山
崎

将
野

大
家
圧

下
野

。
鉱

婚

子 治子子 也 司 子照 光 樹

マ
笹

川

入

苦

町

マ
白

川

笈

庁

マ
黒

部

市

泊
マ

沼

保

境
。

道

下

婦

中

町

マ

荒

川

笹

川

v
荒

川

入

琶

町

。
月

山

魚

津

市

。

蛭

谷

大

山

町

マ
山

崎

入

普

町

マ

山

崎

入

善

町

v
霞

町

字
奈
同
町

マ

横

道

字
京
月
町

マ
藤

塚

黒

部

市 谷
地
一河
清
照

大

蔵

文

夫

辻

栄

哲

男

岡

田

三

郎

小

川

栄

義

三 長長長 三
女 男 男女女

宏寿み 慣
は
る行間 子 子

A
V
死

亡

（
お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
）

マ
大
平

マ
大
w
f

v目
的

（
お
し
あ
わ
せ
に
）

山

田

慰
一
隆

池

原

久

校

長

井

清

武

石

橋

千

浪

新

村

隆

氷

見

敏

子

平

木

利

明

水

島

好

美

田

中

秀

夫

新

川

良

子

組
一

清

長

井

容

子

野

未

健

二

長
島
す
み
子

守

旧

態

利

山

沢

恭

子

長

崎

孟

杉
田

美
智
子

七

沢

茂

雄

魚
津
ナ
ツ
子

川市
崎

孝

夫

谷

千
代
美

堀

一

耕

二

木
下
る
み
子

森

岡

幸

男

辻

弁

光

子

水

ぬ

勝

利

太

則

弘

子

栂

組

依

治

（六
六）

氷

上

竹
田
作

（
八

一
）

加

牒

卜

，
p

r
六
七
）

マ
横
尾

マ
横
尾

V
横
尾

マ
泊

マ
沼
保

マ
東
草
野

V
東
草
野

マ
東
草
野

マ
荒
川

マ
桜
町

マ
月
山

マ
山
崎

マ
山
崎

マ
山
崎

マ
下
山
新

マ
三
枚
府

マ
殿
町

1~4月の町内交通事故数一一一一
銅
版
流
括
行

印

刷

所

送

料
定

制

郵
使
事
的
口げ 藤

条

ハ

ナ

（六
二
）

山

旧

い

と
（
七
七
）

杉
本
繁
一
（
六
五
）

古

市

間

（

七

二
）

大

村

繁

次

（
六
三
）

寺

崎

ふ

よ

（七
七
）

松

原

ヨ
シ

（七
二
）

上

沢
山
市
作
（
六
四
）

大

平

き
よ
（
J

ハ
七
）

南
茂
弥
与
松

（七
九
）

上

野

博

（

二
四）

大
蔵
円
清
（
七
六
）

水
野
金
次
郎
（
八
五
）

久
保
田
あ
や
（
六
一－一
）

森

野

い

と

（
八
四
）

小

川

直

子

（二
九
）

西

田

は

る

（

八
一二）

件数死者負傷者

15 

7 

22 

。

5 

13 

18 

月

1月～3月

本年累計

月4 

、

i
j
l
j
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